
12

バレーボールにおけるブロック時の選択肢数がブロック動作時間に及ぼす影響
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Effects of probable choices on the time required to the block movement in volleyball
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Abstract

 The purpose of this study was to investigate the time required to the block movement in 3-choice reaction task (3-CRT) and simple reaction 
task (SRT). The time required to the block movement was divided into 4 phases; reaction time, lateral movement time, grounding time, jump 
time. The time required to the block movement against right, center and left attack in SRT was shorter than that in 3-CRT (p<0.05). The 
jump time against center attack in SRT was also shorter than that in 3-CRT (p<0.05). The lateral movement time against right attack in SRT 
was shorter than that in 3-CRT (p<0.01). No significant correlation was found between height and any phase of the block movement. These 
results indicate that the decrease of the number of probable choices shorten the duration of block movement in volleyball.
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Ⅰ .　緒　　　　言

　バレーボールにおけるブロックは相手チームの攻撃に対
するもっとも重要なディフェンスの一つである。現在、世
界的に取り入れられているリードブロックでは、相手チー
ムのセッターのトスを見てから反応してブロック動作を行
うため、反応時間を短くし素早く正確にブロック動作を行
う必要がある。実際のゲームにおいてセッターの手を離れ
てからアタッカーがボールを打つまでの時間は、レフトか
らの攻撃において日本トップレベル男子では 1.1 〜 1.2 秒、
大学女子では 1.4 秒である 4）。一方、ブロック動作に要する
時間は日本トップレベル男子では 1.48 秒、大学女子では 1.68
秒で同レベルのトスの滞空時間より長い 4）。このため、リー
ドブロックにおいては様々な情報から選択肢を減らすこと
で、反応時間を短くすることが重要であると考えられる 4）。
　一般に反応時間と選択肢数の間には Hick の法則が成り立
ち、選択肢の数が減少すると反応時間が短くなることが知ら
れている 3）。しかし、バレーボールのブロックにおいて、こ

の選択肢数の減少が反応時間に及ぼす影響については明らか
になっていない。また、この選択肢数の減少が反応後のブロッ
ク動作に及ぼす影響についても明らかになっていない。
　山田らは対ライト、対センター、対レフトの 3 つの選択肢
の条件で、ブロック動作に要する時間を 4 つのフェイズに分
けて測定した 8）。しかし、各フェイズに要する時間の割合が
選択肢数の減少によってどのように変化するのかは明らかに
されていない。また、山田らはブロック動作の各フェイズに
要する時間と身長との関係を調べ、対ライト、対センターお
よび対レフトにおけるブロック動作全体に要する時間と身長
との間に関連性があることを明らかにした 8）。このことは高
身長がブロックにおいて有利なことを示すものであるが、身
長差のほとんどないミドルブロッカーを対象とすることに
よって、身長の有利性を明らかにすることができる。
　そこで、本研究はミドルブロッカーを対象にバレーボールの
ブロックにおいて選択肢数が 3 つの場合（3 −選択肢）と 1 つ
の場合（1 −選択肢）でブロックの各フェイズに要する時間を
測定し比較し、ブロック時の選択肢数の減少によりブロックの
各フェイズに要する時間に及ぼす影響を調べることを目的とし
た。また、各フェイズに要する時間と身長との相関関係を調べ、
3 −選択肢の場合と 1 −選択肢の場合で比較、検討した。

Ⅱ .　方　　　　法

1）被験者
　2010 年度西日本大学強化合宿に選抜された西日本大学
バレーボール連盟に所属する男子ミドルブロッカー 12 名
であった。表 1 に被験者の身体的特徴、片手指高、垂直ジャ
ンプ到達高およびジャンプ高（CMJ 到達高）、スパイクジャ
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ンプ到達高およびジャンプ高（SPJ 到達高）を示した。な
お、被験者の利き手は全員右であった。被験者には実験前
に実験の目的、主旨を説明し実験に付随するケガの可能性
などを説明し、同意を得た。
2）測定機器

　図 1 にマルチパスⅡ（DKH 社製）を用いた測定の設定
を示した。シグナルボックス（幅 70cm ×奥行き 16cm ×
高さ 60cm）で光刺激を呈示し、ボール型センサー（直径
21cm）およびマット型センサー（1.0m × 0.66m）の信号
からブロック動作に要する時間を計測した。被験者にはシ
グナルボックスに呈示される刺激に反応し、対ライト、対
センター、対レフトのブロック動作を行わせた。なお、シ
グナルボックス上段の刺激呈示部がセッターのボールと接
触する位置と想定し、床から 2.1m の高さ 2）3）8）、シグナルボッ
クス中央がコート中央から左へ 1.5m4）8）の位置に設置した。
また、ボールセンサーの高さは 2.75m に設置した 7）8）。こ
の際のブロック動作の各フェイズを次のように区分した 8）。
・反応時間：刺激呈示から 2 枚のマット型センサーのどち

らかの足が離れるまでの時間
・移動時間：足がマット型センサーから離れてからレフトまた

はライトのマット型センサーに触れるまでの時間

・接地時間：ジャンプ前にレフトまたはライトのマット型
センサーに触れている時間

・ジャンプ時間：マット型センサーから足が離れてから
ボール型センサーに触るまでの時間

　この 4 つのフェイズの合計した刺激呈示からボール型セ
ンサーに触れるまでのブロック動作全体に要する時間をブ
ロック時間とした。また、対センターにおいてはブロック
時間と反応時間の差をジャンプ時間とした。
3）測定手順
　測定前日および測定前に実際の測定機器を用いて、測定
試技の練習を十分に行った。
3 − 1　1 −選択肢
　被験者には測定開始前にどの光刺激が呈示されるかを周
知し、刺激呈示後できるだけ速くボール型センサーに触れ
るように指示した。移動時のステップはステップ・クロス
オーバー・ステップに限定し、刺激呈示まで動かないよう
に指示した。対ライト、対センターおよび対レフトブロッ
クの順に 3 回ずつ行い、最短値を除外した 2 つの中の最
短値を分析の対象とした。
3 − 2　3 −選択肢
　対ライト、対センター、対レフトの 3 方向の光刺激をラン
ダムに呈示し、その順序は被験者にわからないようにした。
被験者にはどの刺激が呈示されるか予測しないよう指示し
た。各方向の刺激が3回以上呈示されるまで試行を繰り返し、
最短値を除外し、2 つの中の最短値を分析の対象とした。
4）ジャンプ高測定
　ヤードスティック（Swift Performance Equipment 社製）を
用いて各被験者の垂直跳びジャンプ到達高（CMJ 到達高）お
よびスパイクジャンプ到達高（SPJ到達高）を測定した。各ジャ
ンプ到達高の測定は 3 回ずつ行い最大値を分析に用いた。
5）統計
　対ライト、対センターおよび対レフトブロックにおける
ブロックの各フェイズに要する時間の差の検定には一元
配置の分散分析を行い、下位検定は Tukey 法を用い、有
意水準 5% 未満を有意とした。さらに、各フェイズに要す
る時間と身長との関係を調べるために相関係数を算出し、
5% 未満を有意とした。

Ⅲ .　結　　　　果

　表 2 に 1 −選択肢と 3 −選択肢の場合における、ブロック
の各フェイズに要する時間を示した。対ライト、対センター、
対レフトのすべてのブロックにおけるブロック時間は 1 −選
択肢、3 −選択肢間で有意差が認められ、3 −選択肢よりも
1 −選択肢の場合の方がブロック時間が短かった。反応時間
は1−選択肢の方が3−選択肢よりも短い傾向が見られたが、
有意差は認められなかった。移動時間は対ライトにおいて 1
−選択肢、3 −選択肢間で有意な差が認められ、1 −選択肢
の方が 3 −選択肢に比べ移動時間が短かった。接地時間は対
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図1 ＰＡＳⅡを用いたブロック動作における各フェイズに要する時間測定の模式図

0.66m
1.0m

表1　被験者の身体的特徴とCMJおよびSPJ到達高、ジャンプ高

図1　PASⅡを用いたブロック動作における各フェイズに要する時
間測定の模式図

被検者 年齢
（歳）

身長
（cm）

体重
（kg）

片手指高
（cm）

CMJ SPJ
到達高
（cm）

ジャンプ高
（cm）

到達高
（cm）

ジャンプ高
（cm）

A 21 197.5 92.0 260 325 65 335 75
B 22 195.0 82.0 258 325 67 330 72
C 20 193.0 73.0 249 315 66 333 84
D 21 191.0 77.0 248 310 62 322 74
E 21 193.8 77.0 258 325 67 338 80
F 21 187.0 77.0 248 309 61 327 79
G 19 188.8 78.2 244 304 60 329 85
H 21 187.2 71.6 246 314 68 325 79
I 21 190.2 87.2 245 311 66 319 74
J 20 191.5 91.8 258 320 62 328 70
K 19 185.5 81.1 243 311 68 324 81
L 21 190.6 75.6 244 322 78 332 88

平均 20.6 190.9 80.3 250.1 315.9 65.8 328.5 78.4
S.D. 0.90 3.52 6.80 6.49 7.25 4.75 5.52 5.55
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ライトおよび対レフトともに 1 −選択肢の方が 3 −選択肢に
比べ、短い傾向が見られたが有意差は認められなかった。ジャ
ンプ時間は対センターにおいて 1 −選択肢の方が 3 −選択肢
に比べて有意に短かった。

　反応時間において 1 −選択肢、3 −選択肢ともに対ライ
トおよび対レフトが対センターに比べて短かった。移動時
間、接地時間およびジャンプ時間においては対ライト、対
レフト間で有意な差は認められなかった。
　表 3 に各フェイズに要した時間と身長の相関係数を示
した。1 −選択肢、3 −選択肢どちらにおいても、各フェ
イズに要した時間と身長との間に有意な相関は認められ
なかった。

Ⅳ .　考　　　　察

　本研究ではブロック動作の各フェイズに要する時間が選択
肢数の減少によってどのように変化するかを調べることが目
的であった。また、このブロック動作の各フェイズに要する
時間と身長との関連性についても調べた。
　対ライト、対センター、対レフトすべてのブロックにおい
て、ブロック時間が 1 −選択肢と 3 −選択肢の間で有意差が
認められ、選択肢数が 3 から 1 に減ることで約 0.17 − 0.20
秒短くなった（表 2）。対ライトでは移動時間、対センター
ではジャンプ時間において 3 −選択肢、1 −選択肢間に有意
差が認められた。
　対ライト、対センターおよび対レフトにおいて選択肢の減
少により、有意差は認められなかったが反応時間が短縮する
傾向が見られた。反応時間の短縮は、Hick の法則 3）に則り、
選択肢数の減少によって短縮されたと考えられる。しかし、
対ライトにおいて 3 −選択肢と比較して 1 −選択肢の方が反
応後の移動時間が有意に短くなった（表 2）。選択反応時間
に関する研究は多数報告されており 3）5）6）、選択肢数の減少

表3　各フェイズに要した時間と身長の相関係数

によって反応時間が短くなる事が明らかにされている 3）。し
かし、選択肢数の減少によって、反応後の動作時間が短くな
るという報告は見あたらない。そのため、選択肢数の減少に
よる反応後の動作時間の短縮に関するメカニズムの詳細は分
からない。おそらく、1 −選択肢では予め刺激の方向が分かっ
ており、刺激呈示前にブロック動作の反応準備を行うことが
出来る 6）ため、移動速度が速くなり移動時間が短縮されたの
ではないかと考えられる。また、実際のバレーボール競技に
おいてレフトからの攻撃が最も多く、ミドルブロッカーは対
レフトのブロックを行うことが多く、移動距離も対ライトよ
り長いと考えられる。このため、3 −選択肢の時には対レフ
トに動きやすいように準備をしていおり、対ライトへは動き
にくい構えになっている可能性がある。このことから、対ラ
イトにおいて選択肢数が 3 から 1 に減少することで対ライト
のブロック動作を行いやすいように準備をすることが出来る
ようになり、移動時間が短縮されたと考えられる。また、対
センターのジャンプ時間において 3 −選択肢、1 −選択肢間
に有意差が認められた。3 −選択肢では横方向へ移動するこ
ともあるため、その場でジャンプする対センターのブロック
動作のみを行う場合と動作の準備が異なっていると考えられ
る。そのため、1 −選択肢の対センターではその場でジャン
プするために適したブロック動作の準備を行うことで、この
ジャンプ時間も短縮されたと考えられる。
　山田らはブロック動作に要する時間を 4 つのフェイズに
分けて測定し、各フェイズに要した時間と身長との関係を
調べ、対ライト、対センターおよび対レフトすべてのブロッ
ク時間と身長との間に負の相関があることを明らかにした。
また、対センターの反応時間、対ライトおよび対レフト両
方の移動時間、対センターのジャンプ時間においても身長
と負の相関関係があること、つまり高身長が有利であるこ
とを報告している 8）。今回の測定は高身長のミドルブロッ
カーを対象に行った。その結果、1 −選択肢、3 −選択肢い
ずれにおいても、身長とブロック動作に要する各フェイズ
との間に有意な相関が見られなかった（表 3）。ブロックに
おいて身長は重要な要素であり、身長とブロック時間に相
関関係があることが報告されている 4）8）が、これらの研究
では身長の高低差が大きく、いずれも様々なポジションの
被験者が混在している。今回の研究では高身長のミドルブ
ロッカーのみを対象に測定を行ったため、身長差に加えポ
ジション特性のバイアスを除去することができたため、身
長とブロック時間との相関関係が低くなったと考えられる。
今回の結果から高身長のミドルブロッカーにおいては身長
がブロック時間の決定因子ではないことが示された。言い
換えれば、このことは身長のばらつきが大きく、様々なポ
ジションが混在する選手間においては、身長がブロック時
間に影響していることを示唆している。山田らの報告では
ミドルブロッカーの被験者は他のポジションの被験者に比
べ身長が高かった 8）。そのため、ブロック動作を最も頻繁
に行う身長の高いミドルブロッカーのブロック時間が短
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表2　1−選択肢と3−選択肢におけるブロックの各フェイズに要する時間

ブロック時間 反応時間 移動時間 接地時間 ジャンプ時間
対

ライト
対

センター
対

レフト
対

ライト
対

センター
対

レフト
対

ライト
対

レフト
対

ライト
対

レフト
対

ライト
対

センター
対

レフト
1 −
選択肢 0.540 0.166 0.560 0.481 0.130 0.558 0.057 −0.065 −0.458 0.332 0.402 0.137 −0.417

3 −
選択肢 0.479 0.107 0.383 0.333 −0.407 −0.027 0.037 0.370 0.170 −0.114 −0.180 0.469 0.275

対ライト 対センター 対レフト

1- 選択肢 3- 選択肢 1- 選択肢 3- 選択肢 1- 選択肢 3- 選択肢

ブロック時間
平均 1.421* 1.621 0.604* 0.778 1.486* 1.668
S.D. 0.446 0.492 0.207 0.256 0.461 0.517

反応時間
平均 0.235 0.275 0.446 0.491 0.220 0.318
S.D. 0.156 0.112 0.162 0.200 0.155 0.131

移動時間
平均 0.665* 0.787 0.743 0.789
S.D. 0.231 0.248 0.258 0.265

接地時間
平均 0.316 0.338 0.326 0.349
S.D. 0.099 0.118 0.126 0.133

ジャンプ時間
平均 0.205 0.221 0.158* 0.298 0.196 0.212
S.D. 0.065 0.074 0.058 0.168 0.095 0.090

*3- 選択肢に対して有意差 p ＜ 0.05
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かったと考えられる。このことから、ミドルブロッカーに
おいては身長がブロック時間の決定因子ではなく、その他
の因子の影響が大きいことが示唆された。
　これらのことから、ブロックの選択肢数を少なくするこ
とでブロックに要する時間が短縮される事が示された。そ
のためには、ゲーム分析や相手チームのセッターの動作分
析などを行い、相手チームのセッターがトスを上げる前に
トスの選択肢を減らすことが必要であると考えられる。さ
らにブロック時間を短縮するには移動時間を短縮すること
が有効であると考えられる 8）。このため、ブロック動作を
スムーズに行うためのステップトレーニングを行うこと
で、移動時間が短縮し、ブロック動作時間を短縮する事が
できるのではないかと考えられる。

Ⅴ .　まとめ

　本研究では選択肢数が 1 の場合と 3 の場合で、ブロッ
ク動作の各フェイズに要する時間を比較した。また、ブロッ
ク動作の各フェイズに要する時間と身長との相関関係を調
べた。その結果は以下のように要約される。

1）　�ブロック時間が 1 −選択肢と 3 −選択肢で比較する
と、1 −選択肢の方が短かった。

2）　�3 −選択肢の場合に比べ 1 −選択肢の場合の方が対ラ
イトブロックの移動時間が短かった。

3）　�対センターにおけるジャンプ時間が選択肢数の減少
によって短縮された。

4）　�ミドルブロッカーでは、身長とブロック動作の各フェ
イズに要する時間との間に有意な相関が見認められ
なかった。

5）　�ゲーム分析・動作分析などによってブロックの選択肢
数を少なくすることでブロック時間が短縮されるこ
とが示唆された。

6）　�ブロック時間を短縮するために、ブロックのステップ
トレーニングに取り組むことが重要であると考えら
れる。
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